
令和６年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立馬込第三小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

  ・ペアやグループでの活動を通して、資料の読み取りを行うことで、意見の根拠となる部

分に踏み込んで考えられる児童が増えた。 

  ・コロナ禍による社会科見学の制限が大幅に緩和され、実地調査に行くことができるよう

になってきている。そのことにより、実際に目で見て感じたことを、教室での学習に活

かして考えられる児童が増えた。 

 

（２）課題 

・ペアやグループでの活動により、資料の読み取りに成長が見られる一方で、資料だけで

は分からないことへの疑問や予想を立てる力が乏しい。そのため、授業の最後に行う振

り返りで、疑問や予想を立てさせ、それらを基に授業を構成していくようにする。 

・身近なテーマではない単元についての正答率が、やや低い傾向が見られる。導入や展開

において、動画や写真などの視覚的な資料を積極的に用いることで、児童が少しでも身

近に感じられる資料の提示を行う。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年比較） 

 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第４学年 
達成率は７割をやや上 

回っている。 

  

第５学年 

達成率は７割をやや上 

回っている。 

（第４学年時） 

達成率は７割をやや下 

回っている。 

 

第６学年 

達成率は６割を下回っ

ている。 

（第５学年時） 

達成率は７割をやや下

回っている。 

（第４学年時） 

達成率は７割を上回っ 

ている。 

 

 

達成率とは、目標値※１以上の正答率※２だった児童の割合 

（目標値以上の児童数÷受験者数×100（％） 

例えば、達成率が７割ということは、目標値に達成した児童の割合が７割ということ。全

体の児童が100人としたら、目標値に達しているのは70人で残りの30人は、前年度の基

礎的な内容の定着に課題があることを示す。 

 

※１ 目標値とは、調査において前年度の基礎的な内容が定着していれば正答できると期待さ

れる正答率の値 

※２ 正答率とは、出題数に対する正解した問題数の割合 

 

 

 

 

 



（２）分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正答率は目標値をやや下回って

いる。 

・地図記号や四方位の選択問題で

目標値を下回った。 

・正答率は７割を超え、目標値を 

上回っている。 

・どの問題も目標値を上回る正答 

率となっている。 

・正答率は目標値を上回ってい

る。 

・記述問題については無回答の 

児童も見られた。 

 

② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・正答率は、目標値を下回った。 

・第 5学年は「くらしをささえる

水」において目標値を下回っ

た。 

・第６学年は、「世界中の国土」

の読み取りが苦手である。 

・正答率は、目標値を上回ってい

る。 

・第５学年は資料の読み取りにお 

いて正答率が高い。 

・第６学年は食糧生産の資料の読

み取りに対して苦手意識があ

る。 

・正答率では、第５学年は目標値

を上回り、第６学年は目標値を

下回った。 

・記述式の問題に対して苦手意識 

がある。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・各単元の中で資料や写真から読

み取ったことをペアやグルー

プで共有し、日常生活の具体的

な場面と結び付ける活動を取

り入れる。 

・住んでいる地域の地図を活かし 

た活動の中で、地図記号や四方

位を確認することで知識とし

て定着させる。 

・資料から、内容とその目的を結

び付け、友達同士で説明し合う

活動を取り入れる。 

・必ず個人の振り返りを行い、疑

問や予想をたてる時間を設け

る。活動中には教師が問いかけ

を行い、考えを深められる手だ

てを実施する。 

・主体的な学習を展開できるよう

に、実際に見学に行く機会を設

ける。見学できない場合も動画

での学習を積極的に取り入れ

る。 

・疑問に思ったことを共有し、児

童の興味関心が学びの中心と

なるようにする。 

 

 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・教科書を見ても分からない言葉

は、聞くだけでなく、自らタブ

レット端末を活用して調べら

れるようにする。 

・資料集を積極的に活用し、資料

に触れる時間を増やす。 

・漠然とした事象だけでなく、身 

近な場面に置き換えて問題を

提示することで、知識の定着を

促す。 

・自身の考えを表現するだけでな 

く、友達の意見をノートに記述

することで、多様な意見を基に

して自身の考えを深められる

ようにする。 

・読み取った資料を基に、ホワイ 

トボードやタブレット端末を

活用し、資料だけでは分からな

い疑問点や予想に踏み込める

工夫を行う。 

・教科書だけでなく資料集やタブ

レット端末も活用して調べられ

るようにする。 

・クラス全員で単元の問題を共有

して学習問題作りを行い、課題

を自分事として捉えられるよう

にする。 

・体験的に学習を取り入れ、実物

に触れる時間を設定する。 

 


